	
様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】

※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１－①を用いること。

	学校名
	熊本県立農業大学校

	設置者名
	熊本県




１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数
	課程名
	学科名
	夜間･通信制の場合
	実務経験のある教員等による授業科目の単位数又は授業時数
	省令で定める基準単位数又は授業時数
	配置困難

	農学部
	農産園芸学科
農特産コース
	夜・通信
	６５単位
	６単位
	

	
	農産園芸学科
花きコース
	夜・通信
	３１単位
	６単位
	

	
	農産園芸学科
果樹コース
	夜・通信
	６６単位
	６単位
	

	
	野菜学科
	夜・通信
	６７単位
	６単位
	

	
	畜産学科
酪農コース
	夜・通信
	４７単位
	６単位
	

	
	畜産学科
肉用牛コース
	夜・通信
	４７単位
	６単位
	

	（備考）




２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法
	熊本県ホームページ中の熊本県立農業大学校のページに掲載
（https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/84）




３．要件を満たすことが困難である学科
	学科名

	（困難である理由）





様式第２号の２－②【⑵-②外部の意見を反映することができる組織への外部人材の複数配置】

· 様式第2号の２－①に掲げる法人以外の設置者（公益財団法人、公益社団法人、医療法人、社会福祉法人、独立行政法人、個人等）は、この様式を用いること。

	学校名
	熊本県立農業大学校

	設置者名
	熊本県




１．大学等の教育について外部人材の意見を反映することができる組織
	名称
	学校関係者評価委員会

	役割
	大学校は、教育目標を実現するための重点目標及び重点目標の達成に必要な評価項目を設定した上で、評価項目に係る具体的方策及び評価指標の達成状況及び次年度の課題等について自己評価を実施する。
　学校関係者評価委員会は、大学校の自己評価について審議する。
　大学校は審議結果を基に、当該年度の取組結果と残された課題を分析し、次年度の重点目標や評価項目に反映させるとともに、学校運営のさらなる改善に生かす。




２．外部人材である構成員の一覧表
	前職又は現職
	任期
	備考（学校と関連する経歴等）

	女性農業者
	2025.7
委嘱予定
～2026.3.31
	

	熊本県立農業大学校後援会会長
	
	

	熊本県立農業大学校同窓会会長
	
	

	一般社団法人熊本県農業法人協会会長
	
	

	熊本県立菊池農業高等学校校長
	
	

	熊本県農業協同組合中央会・連合会 
農政・営農支援センター所長
	
	

	熊本県農林水産部生産経営局
担い手支援課長
	
	

	（備考）



様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】

	学校名
	熊本県立農業大学校

	設置者名
	熊本県




○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要
	１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表していること。

	（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要）
各授業科目については、熊本県立農業大学校規則第7条（※）に基づき、毎年度、大学校内での会議により、授業科目の設定、講義内容についての検討を行い、各授業を担当する教員との調整後に教務課において原案を作成し、知事の承認を得て校長が定めている。
　　授業計画は、大学校内の統一の様式を用いて、講義科目、授業形態、科目目標（指導・到達目標）、テーマ及び概要、使用教材、講義スケジュール及び成績評価に関する事項を全科目にわたり作成している。次年度の授業計画は前年度末までに担当教員が作成し、新年度に大学校ホームページに掲載している。
※熊本県立農業大学校規則第7条
　　農学部の授業科目並びに各授業科目ごとの履習単位数及び履習時間数は、知事の承認を得て校長が定める。

	授業計画書の公表方法
	熊本県ホームページ中の熊本県立農業大学校のページに掲載
（https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/84）

	２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定していること。

	（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要）
「卒業に必要な単位の認定等に関する規程」において評定内容について規定し、授業科目の試験(レポートを含む)、学習態度、出席状況等を総合して評価している。
（評定）優（80点以上）、良（65点以上80点未満）、可（50点以上65点未満）、
不可（50点未満）
　当該評価に基づき、進級判定会議での審議を経て単位認定している。
　学業における評定は、次に掲げるとおりとする。
（１）原則として定期試験の成績によるものとするが、提出物や学習態度及び出席状
況等も加味し、評価するものとする。
（２）経営実習の評定は、概ね次のとおりとする。
　　ア　栽培・飼育、加工、機械、販売・コース別研修及び農家派遣研修の５項目に区分され、項目ごとに100点法で算出したのちに、規程で定める割合で算出し、５項目の合計点を評定とする。
　　イ　知識技術及び履修態度…相対評価とし、優れている者を30点、一般的なものを20点、劣っている者を10点程度として評価する。
　　ウ　履修態度…イに準じて評価する。
　　エ　出席状況…出席率により20点から40点までで評価する。
（３）卒業論文、海外農業研修等の評点及び評定…報告書等により評価する。
（４）資格取得等…資格試験に合格又は修了証受領をもって単位を加算する。

	３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとともに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。

	（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要）
本校ではＧＰＡの代わりに、科目ごとの成績評価を点数（100点満点）に換算した上で、取得した点数の平均を求める仕組みを導入している。
　　本校ではその結果を企業奨学金の候補者選定や年度末の学業優秀者の表彰候補者選出などに活用する。
成績評価方法については、シラバス等で公表している。
（成績の分布状況の把握）
　　総合平均による成績順位一覧表を作成し、下位４分の1を把握できる資料を作成している。

	客観的な指標の
算出方法の公表方法
	熊本県ホームページ中の熊本県立農業大学校のページに掲載
（https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/84）

	４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施していること。

	（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要）
次代の本県農業を担う優れた農業経営者の養成を図るため、農業に関する高度な知識及び技術と農村社会人として必要な幅広い教養及び社会性を備えた人材を育成することが本校の教育方針である。
　　この方針に基づき、卒業の認定については「卒業に必要な単位の認定等に関する規程」において、単位の認定、進級及び卒業の認定等を規定しており、当該規程を大学校ホームページに掲載する。
（進級の要件）
　校長は、評定の結果、次のすべての要件を満たす学生の進級を認定するものとする。
　ア　経営実習の単位を修得していること
　イ　修得単位の合計は３８単位以上あること
　ウ　修得単位のうち、体育を除く教養科目で５単位以上を修得していること
（卒業の要件）
　規則第７条に基づき校長が定めた授業科目等において、次の要件を満たすこと
　ア　総修得単位数が８６単位以上の者
　イ　全ての必修科目を修得している者
　ウ　総修得単位のうち、体育を除く教養科目で８単位以上、体育Ⅱを含む体育で2単位以上を修得していること
（適切な実施）
　　毎年２月に、大学校内で副校長以下全ての教員で卒業認定会議を開催し、卒業要件を満たしているか、卒業に相当するかを慎重に審議し卒業認定を行っている。


	卒業の認定に関する
方針の公表方法
	熊本県ホームページ中の熊本県立農業大学校のページに掲載
（https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/84）




様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】

※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４－①を用いること。
	学校名
	熊本県立農業大学校

	設置者名
	熊本県



１．財務諸表等
	財務諸表等
	公表方法

	貸借対照表
	

	収支計算書又は損益計算書
	

	財産目録
	

	事業報告書
	

	監事による監査報告（書）
	



２．教育活動に係る情報
①学科等の情報（農産園芸学科）

	分野
	課程名
	学科名
	専門士
	高度専門士

	農業分野
	農業専門課程
	農産園芸学科農特産コース
	○
	

	修業
年限
	昼夜
	全課程の修了に必要な総授業時数又は総単位数
	開設している授業の種類

	
	
	
	講義
	演習
	実習
	実験
	実技

	２年

	
昼
	８６
単位時間／単位
	(1年生)
20単位
(2年生)
22単位
	単位
	(1年生)
22単位
(2年生)
31単位
	単位
	単位

	
	
	
	単位時間／単位

	生徒総定員数
	生徒実員
	うち留学生数
	専任教員数
	兼任教員数
	総教員数

	６０人の内数
	２０人
	０人
	７人の内数
	３８人
	４５人



	分野
	課程名
	学科名
	専門士
	高度専門士

	農業分野
	農業専門課程
	農産園芸学科花きコース
	○
	

	修業
年限
	昼夜
	全課程の修了に必要な総授業時数又は総単位数
	開設している授業の種類

	
	
	
	講義
	演習
	実習
	実験
	実技

	２年

	
昼
	８６
単位時間／単位
	(1年生)
20単位
(2年生)
22単位
	単位
	(1年生)
22単位
(2年生)
31単位
	単位
	単位

	
	
	
	単位時間／単位

	生徒総定員数
	生徒実員
	うち留学生数
	専任教員数
	兼任教員数
	総教員数

	６０人の内数
	１１人
	０人
	７人の内数
	３８人
	４５人



	分野
	課程名
	学科名
	専門士
	高度専門士

	農業分野
	農業専門課程
	農産園芸学科果樹コース
	○
	

	修業
年限
	昼夜
	全課程の修了に必要な総授業時数又は総単位数
	開設している授業の種類

	
	
	
	講義
	演習
	実習
	実験
	実技

	２年

	
昼
	８６
単位時間／単位
	(1年生)
20単位
(2年生)
22単位
	単位
	(1年生)
22単位
(2年生)
31単位
	単位
	単位

	
	
	
	単位時間／単位

	生徒総定員数
	生徒実員
	うち留学生数
	専任教員数
	兼任教員数
	総教員数

	６０人の内数
	１９人
	０人
	７人の内数
	３８人
	４５人



	カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画）

	（概要）
各授業科目については、熊本県立農業大学校規則第7条に基づき、毎年度、大学校内での会議により、授業科目の設定、講義内容についての検討を行い、各授業を担当する教員との調整後に教務課において原案を作成し、知事の承認を得て校長が定めている。
　　授業計画は、大学校内の統一の様式を用いて、講義科目、授業形態、科目目標（指導・到達目標）、テーマ及び概要、使用教材、講義スケジュール及び成績評価に関する事項を全科目にわたり作成している。次年度の授業計画は前年度末までに担当教員が作成し、新年度に大学校ホームページに掲載している。


	成績評価の基準・方法

	（概要）
本校ではＧＰＡの代わりに、科目ごとの成績評価を点数（100点満点）に換算した上で、取得した点数の平均を求める仕組みを導入している。
　　本校ではその結果を企業奨学金の候補者選定や年度末の学業優秀者の表彰候補者選出などに活用する。
成績評価方法については、シラバス等で公表している。

	卒業・進級の認定基準

	（概要）
「卒業に必要な単位の認定等に関する規程」において、単位の認定、進級及び卒業の認定等を規定しており、当該規程を大学校ホームページに掲載する。
（進級の要件）
　校長は、評定の結果、次のすべての要件を満たす学生の進級を認定するものとする。
　ア　経営実習の単位を修得していること
　イ　修得単位の合計は３８単位以上あること
　ウ　修得単位のうち、体育を除く教養科目で５単位以上を修得していること
（卒業の要件）
　規則第７条に基づき校長が定めた授業科目等において、次の要件を満たすこと
　ア　総修得単位数が８６単位以上の者
　イ　全ての必修科目を修得している者
　ウ　総修得単位のうち、体育を除く教養科目で８単位以上、体育Ⅱを含む体育で2単位以上を修得していること


	学修支援等

	（概要）
随時、担任教員、進路コーディネーターによる相談を受け付け、面談、進路指導を行うとともに、プロジェクト学習や卒業論文作成のため放課後のパソコン教室の使用を認め、教員も指導に当たるなど意欲ある学生の積極的な修学を支援している。



	卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載）

	
	

	
	卒業者数
	進学者数
	就職者数
（自営業を含む。）
	その他

	
	１９人
（100％）
	０人
（0％）
	１７人
（　　89.5％）
	２人
（10.5％）

	（主な就職、業界等）
就農、農業法人、農業関係団体、企業（青果市場等）

	（就職指導内容）
　エントリーシート添削、面接指導、ＳＰＩ・作文試験指導、個人面談等

	（主な学修成果（資格・検定等））
大型特殊運転免許、けん引免許、小型車両系建設機械特別教育修了証、
　フォークリフト運転技能講習修了証、小規模ボイラー取扱技能講習修了証、


	（備考）（任意記載事項）




	中途退学の現状

	年度当初在学者数
	年度の途中における退学者の数
	中退率

	　　　４８人
	１人　
	２．１％

	（中途退学の主な理由）
　進路変更

	（中退防止・中退者支援のための取組）
進路変更希望者には、本人の希望、適性について聴き取りと面談を行い、希望
する進路、就職等について紹介、指導を行っている。



学科等の情報（野菜学科）

	分野
	課程名
	学科名
	専門士
	高度専門士

	農業分野
	農業専門課程
	農産園芸学科農特産コース
	○
	

	修業
年限
	昼夜
	全課程の修了に必要な総授業時数又は総単位数
	開設している授業の種類

	
	
	
	講義
	演習
	実習
	実験
	実技

	２年

	
昼
	８６
単位時間／単位
	(1年生)
20単位
(2年生)
22単位
	単位
	(1年生)
22単位
(2年生)
31単位
	単位
	単位

	
	
	
	単位時間／単位

	生徒総定員数
	生徒実員
	うち留学生数
	専任教員数
	兼任教員数
	総教員数

	６０人の内数
	４１人
	０人
	５人の内数
	３８人
	４３人



	カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画）

	（概要）
各授業科目については、熊本県立農業大学校規則第7条に基づき、毎年度、大学校内での会議により、授業科目の設定、講義内容についての検討を行い、各授業を担当する教員との調整後に教務課において原案を作成し、知事の承認を得て校長が定めている。
　　授業計画は、大学校内の統一の様式を用いて、講義科目、授業形態、科目目標（指導・到達目標）、テーマ及び概要、使用教材、講義スケジュール及び成績評価に関する事項を全科目にわたり作成している。次年度の授業計画は前年度末までに担当教員が作成し、新年度に大学校ホームページに掲載している。


	成績評価の基準・方法

	（概要）
本校ではＧＰＡの代わりに、科目ごとの成績評価を点数（100点満点）に換算した上で、取得した点数の平均を求める仕組みを導入している。
　　本校ではその結果を企業奨学金の候補者選定や年度末の学業優秀者の表彰候補者選出などに活用する。
成績評価方法については、シラバス等で公表している。

	卒業・進級の認定基準

	（概要）
「卒業に必要な単位の認定等に関する規程」において、単位の認定、進級及び卒業の認定等を規定しており、当該規程を大学校ホームページに掲載する。
（進級の要件）
　校長は、評定の結果、次のすべての要件を満たす学生の進級を認定するものとする。
　ア　経営実習の単位を修得していること
　イ　修得単位の合計は３８単位以上あること
　ウ　修得単位のうち、体育を除く教養科目で５単位以上を修得していること
（卒業の要件）
　規則第７条に基づき校長が定めた授業科目等において、次の要件を満たすこと
　ア　総修得単位数が８６単位以上の者
　イ　全ての必修科目を修得している者
　ウ　総修得単位のうち、体育を除く教養科目で８単位以上、体育Ⅱを含む体育で2単位以上を修得していること


	学修支援等

	（概要）
随時、担任教員、進路コーディネーターによる相談を受け付け、面談、進路指導を行うとともに、プロジェクト学習や卒業論文作成のため放課後のパソコン教室の使用を認め、教員も指導に当たるなど意欲ある学生の積極的な修学を支援している。



	卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載）

	
	

	
	卒業者数
	進学者数
	就職者数
（自営業を含む。）
	その他

	
	２３人
（100％）
	２人
（8.7％）
	２１人
（　　91.3％）
	０人
（0％）

	（主な就職、業界等）
就農、農業法人、公務員、企業（農機メーカ等）

	（就職指導内容）
　エントリーシート添削、面接指導、ＳＰＩ・作文試験指導、個人面談等

	（主な学修成果（資格・検定等））
大型特殊運転免許、けん引免許、小型車両系建設機械特別教育修了証、
　毒物劇物取扱者責任者、フォークリフト運転技能講習修了証、
アーク溶接特別教育修了証


	（備考）（任意記載事項）




	中途退学の現状

	年度当初在学者数
	年度の途中における退学者の数
	中退率

	　　　４９人
	１人　
	２．１％

	（中途退学の主な理由）
　進路変更

	（中退防止・中退者支援のための取組）
進路変更希望者には、本人の希望、適性について聴き取りと面談を行い、希望
する進路、就職等について紹介、指導を行っている。




学科等の情報（畜産学科）

	分野
	課程名
	学科名
	専門士
	高度専門士

	農業分野
	農業専門課程
	畜産学科酪農コース
	○
	

	修業
年限
	昼夜
	全課程の修了に必要な総授業時数又は総単位数
	開設している授業の種類

	
	
	
	講義
	演習
	実習
	実験
	実技

	２年

	
昼
	８６
単位時間／単位
	(1年生)
20単位
(2年生)
22単位
	単位
	(1年生)
22単位
(2年生)
31単位
	単位
	単位

	
	
	
	単位時間／単位

	生徒総定員数
	生徒実員
	うち留学生数
	専任教員数
	兼任教員数
	総教員数

	４０人の内数
	９人
	０人
	５人の内数
	３８人
	４３人




	分野
	課程名
	学科名
	専門士
	高度専門士

	農業分野
	農業専門課程
	畜産学科肉用牛コース
	○
	

	修業
年限
	昼夜
	全課程の修了に必要な総授業時数又は総単位数
	開設している授業の種類

	
	
	
	講義
	演習
	実習
	実験
	実技

	２年

	
昼
	８６
単位時間／単位
	(1年生)
20単位
(2年生)
22単位
	単位
	(1年生)
22単位
(2年生)
31単位
	単位
	単位

	
	
	
	単位時間／単位

	生徒総定員数
	生徒実員
	うち留学生数
	専任教員数
	兼任教員数
	総教員数

	４０人の内数
	２２人
	０人
	５人の内数
	３８人
	４３人




	カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画）

	（概要）
各授業科目については、熊本県立農業大学校規則第7条に基づき、毎年度、大学校内での会議により、授業科目の設定、講義内容についての検討を行い、各授業を担当する教員との調整後に教務課において原案を作成し、知事の承認を得て校長が定めている。
　　授業計画は、大学校内の統一の様式を用いて、講義科目、授業形態、科目目標（指導・到達目標）、テーマ及び概要、使用教材、講義スケジュール及び成績評価に関する事項を全科目にわたり作成している。次年度の授業計画は前年度末までに担当教員が作成し、新年度に大学校ホームページに掲載している。


	成績評価の基準・方法

	（概要）
本校ではＧＰＡの代わりに、科目ごとの成績評価を点数（100点満点）に換算した上で、取得した点数の平均を求める仕組みを導入している。
　　本校ではその結果を企業奨学金の候補者選定や年度末の学業優秀者の表彰候補者選出などに活用する。
成績評価方法については、シラバス等で公表している。

	卒業・進級の認定基準

	（概要）
「卒業に必要な単位の認定等に関する規程」において、単位の認定、進級及び卒業の認定等を規定しており、当該規程を大学校ホームページに掲載する。
（進級の要件）
　校長は、評定の結果、次のすべての要件を満たす学生の進級を認定するものとする。
　ア　経営実習の単位を修得していること
　イ　修得単位の合計は３８単位以上あること
　ウ　修得単位のうち、体育を除く教養科目で５単位以上を修得していること
（卒業の要件）
　規則第７条に基づき校長が定めた授業科目等において、次の要件を満たすこと
　ア　総修得単位数が８６単位以上の者
　イ　全ての必修科目を修得している者
　ウ　総修得単位のうち、体育を除く教養科目で８単位以上、体育Ⅱを含む体育で2単位以上を修得していること


	学修支援等

	（概要）
随時、担任教員、進路コーディネーターによる相談を受け付け、面談、進路指導を行うとともに、プロジェクト学習や卒業論文作成のため放課後のパソコン教室の使用を認め、教員も指導に当たるなど意欲ある学生の積極的な修学を支援している。



	卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載）

	
	

	
	卒業者数
	進学者数
	就職者数
（自営業を含む。）
	その他

	
	１５人
（100％）
	１人
（6.7％）
	１４人
（　　93.3％）
	０人
（0％）

	（主な就職、業界等）
就農、農業法人、農業関係団体、公務員、企業（農機メーカ等）

	（就職指導内容）
　エントリーシート添削、面接指導、ＳＰＩ・作文試験指導、個人面談等

	（主な学修成果（資格・検定等））
大型特殊運転免許、けん引免許、小型車両系建設機械特別教育修了証、
　フォークリフト運転技能講習修了証、アーク溶接特別教育修了証
家畜人工授精師修業試験合格証明書、家畜商講習会修了証



	（備考）（任意記載事項）




	中途退学の現状

	年度当初在学者数
	年度の途中における退学者の数
	中退率

	　　　２９人
	２人　
	６．９％

	（中途退学の主な理由）
　進路変更、体調不良

	（中退防止・中退者支援のための取組）
進路変更希望者には、本人の希望、適性について聴き取りと面談を行い、希望
する進路、就職等について紹介、指導を行っている。





②学校単位の情報
ａ）「生徒納付金」等
	学科名
	入学金
	授業料
（年間）
	その他
	備考（任意記載事項）

	農産園芸　
	5,650円
	118,800円
	200,000～250,000円程度
	[bookmark: _GoBack]　その他費用については
　寮生及び通学生によって
　異なる。

	　　野菜
	
	
	
	

	　　畜産
	
	
	
	

	修学支援（任意記載事項）

	




ｂ）学校評価
	自己評価結果の公表方法

	（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法）
熊本県ホームページ中の熊本県立農業大学校のページに掲載
（https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/84）

	学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制）

	（評価委員会の構成）
　後援会長、同窓会長、県内農業系高等学校長、農業者、農業関係団体関係者　など
（評価項目）
　・学生の満足度　・学生の知識技術の向上　・進路の内定状況
　・教員の指導力向上　・入学志願者応募状況　・広報活動の取組
（評価の活用）
　　評価結果を基に、当該年度の取組結果と残された課題を分析し、次年度の重点目標や評価項目に反映させ、学校運営のさらなる改善に生かしていく。

	学校関係者評価の委員

	所属
	任期
	種別

	女性農業者
	１年間
	県内農業者

	熊本県立農業大学校後援会
	１年間
	学生の父母等

	熊本県立農業大学校同窓会
	１年間
	卒業生

	一般社団法人熊本県農業法人
協会会長
	１年間
	農業法人

	熊本県立菊池農業高等学校
	１年間
	農業高等学校

	熊本県農業協同組合中央会・連合会
農政・営農支援センター
	１年間
	農業関係団体関係者

	熊本県農林水産部生産経営局
担い手支援課
	１年間
	行政機関

	学校関係者評価結果の公表方法

	（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法）
熊本県ホームページ中の熊本県立農業大学校のページに掲載
（https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/84）


	第三者による学校評価（任意記載事項）

	



ｃ）当該学校に係る情報
	（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法）
https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/84/



